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１．コンジョイント分析とは（Conjoint Analysis）
コンジョイント分析は、主にマーケティング分野で使用されている統計手法である。
顧客が商品を選択する際、商品のこれが決め手というものがあることはまれで、多くの場合、絡み合う複数の要素を勘案して商品を選
択していると思われる。顧客に好まれる商品を設計するにはどうすればいいのか、商品の構成をどうすればいいのか、この問いに対す
る答えの一つが、コンジョイント分析である。

コンジョイント分析では、商品選択に影響を与えると思われる複数の要素（要因という、例えば形、色、重量、機能、価格など）に関して、
例えば、形であればどんな形（水準という、大型、中型、小型など）にするのがいいのか、色であればどんな色にするのがいいのかなど、
これらの要因の水準の複数の組み合わせからなる商品を顧客に提示して、それぞれを評価していただき、その結果をもとに重回帰分
析を行って顧客選好の視点から商品の要因の重要度（影響度、効用値）を示す。さらに、商品の要因ごとの好ましいと思われる水準の
組み合わせを提示する。つまり、コンジョイント分析は、商品の要因をそれぞれ個別評価するのではなく、商品の要因の水準の組み合
わせの評価をもとに好ましい商品の要因の水準（商品コンセプト）を決める手法である。

コンジョイント分析の適用にあたっては、この分析方法を使って「答え」をだすのだというより、「答え」を探る上での参考にするのだとい
う姿勢が大切ではないかと思う。つまり、人の経験に基づく判断の参考に供するという考え方である。

また、コンジョイント分析では実験計画法を使用して顧客の好みを調べる。この要因ごとの水準の組み合わせに対する選好を顧客に問
う際、「現物」を用意して調査を行う方法もあるが、バーチャルな方法、例えば弁当の選好調査であれば絵で示す、例えば店舗内装の
選好調査であれば３次元グラフィクスで示す、あるいはバーチャルな空間での疑似体験をさせる、などの方法も考えられる。

■コンジョイント分析の手順
１）商品の好みを左右すると思われる、商品の「要因」と、要因ごとの「水準（選択肢）」を挙げる。
２顧客の選好を調べるため、商品の要因ごとの水準（選択肢）の組み合わせをいくつか用意して（実験計画法を使用する）、調査票

を作成し、顧客に提示する。
３）顧客に、提示した組み合わせのそれぞれについて、好みに応じた点数をつけて評価してもらう。
４）得られた回答をもとに、重回帰分析を使用して、

４－１）商品を構成する各要因の影響度（重要度、効用値）を算出する。
４－２）要因ごとの最適な水準（選択肢）の組み合わせを見つけ出す。



２．要因と水準（選択肢）の設定
この資料では、例として、顧客に好まれる弁当の設計、つまり要因ごとの水準（選択肢）の好ましい組み合わせの弁当、つまり、顧客に
選んでもらえる弁当の構成を見つけ出す目的で、コンジョイント分析を適用してみる。例としては簡素化しすぎている嫌いはあるが、例
えば、「和食の弁当で惣菜としては煮つけ魚が入っている弁当」が好まれている、というようなことを見つけ出す分析方法の事例である。
分析に実験計画法の直交表を使うことを前提にして、要因の数と水準の数を決める。実験計画法を使用する理由は、系統だった分析
を進めることができること、重回帰分析を使用して調査結果を分析するにあたって、直交表を使用して要因の水準の組み合わせを決め
ているが故に、多重共線性という重回帰分析の不安定要因を初めから排除することができること、などである。

ここでは、（表１）に示すL18（21×37） の直交表を使用することを前提に要因と水準を設定している。 つまり、（表2）に示すように、要因と
しては「ごはんの種類」、「系統」など８つ設け、一方、水準としては、例えば「ごはんの種類」に関しては「白米」と「五穀米」の２つの水準
を用意し、他の要因７つに関してはそれぞれ３水準を用意している。つまり、全体としては、２水準の要因１つと３水準の要因７つである。
要因ごとの水準組合せを１８通り設定できる。L18（21×37） の直交表は要因の交互作用が特定の列に現れないため、８つの要因を直
交表の列にすべて配置することができる。なお、直交表には他にも、L8(2

７）、L9(3
4)など数多くの種類があるが、直交表の列への要因配

置にあたっては、交互作用が現れる列が示されているので、交互作用を見る必要があればその列への要因の配置を避ける必要があ
る。交互作用が現れる列は、例えばL8(2

７）の直交表では４つ、L9(3
4）では２つある。

（表２）弁当の要因（構成要素）とその水準（選択肢）

要因
水準（選択肢）

水準１ 水準２ 水準３

A ごはんの種類 白米 五穀米 ―

B 系統 和食 中華 洋食

C 主惣菜の料理方法 揚げ物 焼き物 煮物

D 主惣菜の種類 肉 魚 野菜

E 添え物の種類 漬物 佃煮 副菜

F サラダの種類 野菜 ポテト マカロニ

G カロリー ４５０ kcal 以下 ４５０ ～ ６５０ kcal ６５０ kcal 以上

H 価格 ３５０ ～ ４５０ 円 ４５０ ～ ５５０ 円 ５５０ ～ ６５０ 円

A B C D E F G H

１ 1 1 1 1 1 1 1 1

２ 1 1 2 2 2 2 2 2

３ 1 1 3 3 3 3 3 3

４ 1 2 1 1 2 2 3 3

５ 1 2 2 2 3 3 1 1

６ 1 2 3 3 1 1 2 2

７ 1 3 1 2 1 3 2 3

８ 1 3 2 3 2 1 3 1

９ 1 3 3 1 3 2 1 2

１０ 2 1 1 3 3 2 2 1

１１ 2 1 2 1 1 3 3 2

１２ 2 1 3 2 2 1 1 3

１３ 2 2 1 2 3 1 3 2

１４ 2 2 2 3 1 2 1 3

１５ 2 2 3 1 2 3 2 1

１６ 2 3 1 3 2 3 1 2

１７ 2 3 2 1 3 1 2 3

18 2 3 3 2 1 2 3 1

（表１） 直交表 L18（21×37）

（注） （表１）の要因数はA列～H列の８つ
A列は２水準（１か２）、B列～H列の７列は３水準（水準１か水準２か水準３）
そして、実験の組み合わせの数は、合計１８



３．選好調査票の作成、合わせて顧客の評価
（表２）の要因と水準を、（表１）のL18（21×37） の直交表に従って配置し、（表３）に示す１８種類の弁当の組み合わせを決める。
顧客に一人ずつ、１８種類の組み合わせのそれぞれに得点を付けて評価してもらう。顧客に１８種類の組み合わせを提示するにあたっ
ては、弁当の現物そのものを用意する方法もあるが、実際には写真とか絵とかを使ってビジュアルに提示する方法が考えられる。

得点は、１００点満点の評価でお願い
すると、評価対象が１８通りもあると、
好みの差を点数で表すことは意外と
難しく、評価方法として有効であると
はいえない。
そこで、好みの順に並べその後で
点数付けする方法が採用されることも
ある。ここでは、例えば、〇（好き）、
△（どちらでもない）、×（好まない）
の３拓で評価してもらう方法を採る。
この方法は、評価結果をまとめるとき、
得点として数値化する。

ごはんの種
類

系統
主総菜調理

法
主総菜の種

類
添え物の種

類
サラダの種

類
カロリー 価格

顧客評価
（個別）

１ 白米 和食 揚げ物 肉 漬物 野菜 450kcal 以下
350 ～ 450 

円
〇

２ 白米 和食 焼き物 魚 佃煮 ポテト
450 ～
650kcal

450 ～ 550 
円

〇

３ 白米 和食 煮物 野菜 副菜 マカロニ 650kcal 以上
550 ～ 650 

円
×

４ 白米 中華 揚げ物 肉 佃煮 ポテト 650kcal 以上
550 ～ 650 

円
×

５ 白米 中華 焼き物 魚 副菜 マカロニ 450kcal 以下
350 ～ 450 

円
〇

６ 白米 中華 煮物 野菜 漬物 野菜
450 ～
650kcal

450 ～ 550 
円

〇

７ 白米 洋食 揚げ物 魚 漬物 マカロニ
450 ～
650kcal

550 ～ 650 
円

△

８ 白米 洋食 焼き物 野菜 佃煮 野菜 650kcal 以上
350 ～ 450 

円
〇

９ 白米 洋食 煮物 肉 副菜 ポテト 450kcal 以下
450 ～ 550 

円
△

１０ 五穀米 和食 揚げ物 野菜 副菜 ポテト
450 ～
650kcal

350 ～ 450 
円

〇

１１ 五穀米 和食 焼き物 肉 漬物 マカロニ 650kcal 以上
450 ～ 550 

円
×

１２ 五穀米 和食 煮物 魚 佃煮 野菜 450kcal 以下
550 ～ 650 

円
〇

１３ 五穀米 中華 揚げ物 魚 副菜 野菜 650kcal 以上
450 ～ 550 

円
〇

１４ 五穀米 中華 焼き物 野菜 漬物 ポテト 450kcal 以下
550 ～ 650 

円
△

１５ 五穀米 中華 煮物 肉 佃煮 マカロニ
450 ～
650kcal

350 ～ 450 
円

△

１６ 五穀米 洋食 揚げ物 野菜 佃煮 マカロニ 450kcal 以下
450 ～ 550 

円
〇

１７ 五穀米 洋食 焼き物 肉 副菜 野菜
450 ～
650kcal

550 ～ 650 
円

×

18 五穀米 洋食 煮物 魚 漬物 ポテト 650kcal 以上
350 ～ 450 

円
〇

（表３）調査票の作成と、顧客の評価



４．回帰分析のための準備
１）顧客評価を得点として数値化する。〇＝１０点、△＝５点、×＝０点に置き換えて、評価者全員（総合）の平均値を求める。
２）要因の水準ごとに、該当する（選ばれている）ところに１を入れて（表３）の調査票を数値化する（表４）。

①２水準の場合は１つの水準が選ばれていれば（１であれば）、残りの１つの水準は選ばれていないことになる（０になる）。
例えば、「ごはんの種類」には「白米」と「五穀米」の２つの水準があるが、「白米」が選ばれていれば（＝１）、「五穀米」は選ばれて
いない（＝０）ことになる。「白米」が選ばれていなければ（＝０）、「五穀米」が選ばれている（＝１）ことになる。つまり、「白米」だけ
記載すれば充分である。

②同様に、３つの水準の場合は２つの水準が選ばれているかいないかを表せば、３つの水準全てについて選択されているかいない
かを示す必要はない。
例えば、「系統」には、「和食」、「中華」、「洋食」の３つの水準があるが、「和食」、「中華」のいずれかが選ばれていれば（＝１）、
「洋食」は選ばれていない（＝０）ことになる。逆に「和食」、「中華」のいずれも選ばれていなければ（＝０）、「洋食」は選ばれている
（＝１）ことになる。つまり、「和食」と「中華」について記載すれば充分である。

ごはんの
種類

系統 主総菜調理法 主総菜の種類 添え物の種類 サラダの種類 カロリー 価格
顧客評価
（総合）

白米 和食 中華 揚げ物 焼き物 肉 魚 漬物 佃煮 野菜 ポテト
450kcal 
以下

450 ～
650kcl

350 ～
450 円

450 ～
550 円

得点

１ 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 9.4

２ 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 9.2

３ 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5.0

４ 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 4.8

５ 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 9.6

６ 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 9.0

７ 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 7.4

８ 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 8.8

９ 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 7.8

１０ 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 8.4

１１ 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 5.4

１２ 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 9.2

１３ 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 8.2

１４ 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 8.4

１５ 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 6.8

１６ 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 8.8

１７ 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 6.2

18 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 9.0

（表４）調査票の数値化



回帰統計

重相関 R 0.999521

重決定 R2 0.999042

補正 R2 0.991855

標準誤差 0.141421

観測数 18

分散分析表

自由度 変動 分散観測された分散比有意 F

回帰 15 41.70444 2.780296 139.0148 0.007164

残差 2 0.04 0.02

合計 17 41.74444

標準化した

係数 標準誤差 t P-値 下限 95% 上限 95% 下限 95.0% 上限 95.0% 係数

切片 5.1 0.133333 38.25 0.000683 4.526313 5.673687 4.526313 5.673687

X 値 1 0.066667 0.066667 1 0.42265 -0.22018 0.35351 -0.22018 0.35351 X 値 1 0.00025

X 値 2 -0.23333 0.08165 -2.85774 0.103742 -0.58464 0.117977 -0.58464 0.117977 X 値 2 -0.00082

X 値 3 -0.2 0.08165 -2.44949 0.133975 -0.55131 0.15131 -0.55131 0.15131 X 値 3 -0.00071

X 値 4 0.033333 0.08165 0.408248 0.72265 -0.31798 0.384643 -0.31798 0.384643 X 値 4 0.000118

X 値 5 0.133333 0.08165 1.632993 0.244071 -0.21798 0.484643 -0.21798 0.484643 X 値 5 0.000471

X 値 6 -1.33333 0.08165 -16.3299 0.003729 -1.68464 -0.98202 -1.68464 -0.98202 X 値 6 -0.00471

X 値 7 0.7 0.08165 8.573214 0.013334 0.34869 1.05131 0.34869 1.05131 X 値 7 0.002472
X 値 8 0.566667 0.08165 6.940221 0.020136 0.215357 0.917977 0.215357 0.917977 X 値 8 0.002001
X 値 9 0.4 0.08165 4.898979 0.039231 0.04869 0.75131 0.04869 0.75131 X 値 9 0.001413
X 値 10 1.3 0.08165 15.92168 0.003922 0.94869 1.65131 0.94869 1.65131 X 値 10 0.004591
X 値 11 0.766667 0.08165 9.389711 0.011153 0.415357 1.117977 0.415357 1.117977 X 値 11 0.002708
X 値 12 2 0.08165 24.4949 0.001663 1.64869 2.35131 1.64869 2.35131 X 値 12 0.007064
X 値 13 0.966667 0.08165 11.8392 0.007059 0.615357 1.317977 0.615357 1.317977 X 値 13 0.003414

X 値 14 1.833333 0.08165 22.45366 0.001978 1.482023 2.184643 1.482023 2.184643 X 値 14 0.006475

X 値 15 1.233333 0.08165 15.10519 0.004354 0.882023 1.584643 0.882023 1.584643 X 値 15 0.004356

５．重回帰分析
（表４）の「得点」を目的変数に、水準（白米、和食、中華、揚げ物、・・・）を目的変数に設定して重回帰分析を行う。ただし、コンジョイント
分析では、全ての説明変数の効果を知るために変数選択は行わない。つまり、全ての説明変数を使用する。
Excel の回帰分析機能を使用して得た分析結果を、（表５）に示す。ここで、コンジョイント分析では、説明変数の「係数」に注目する。
なお、標準化した偏回帰係数の算出は、別途資料「重回帰分析の手順」を参照のこと。

（表５）重回帰分析の結果



６．分析結果

（表６）影響度の計算 （注）影響度 = 係数の最大値 – 係数の最小値

要因 水準 回帰式の係数 影響度

ごはんの種類
白米 0.000250 0.000250

五穀米 0

系統

和食 -0.000824 0.00018

中華 -0.000706

洋食 0

主総菜調理法

揚げ物 -0.000118 0.000353

焼き物 0.000471

煮物 0

主総菜の種類

肉 -0.004709 0.007182

魚 0.002472

野菜 0

添え物の種類

漬物 0.002001 0.000589

佃煮 0.001413

副菜 0

サラダの種類

野菜 0.004591 0.001884

ポテト 0.002708

マカロニ 0

カロリー

450 kcal 以下 0.007064 0.003650

450 ～ 650 kcal 0.003414

650 kcal 以上 0

価格

350 ～ 450 円 0.006475 0.002119

450 ～ 550 円 0.004356

550 ～ 650 円 0

この分析では、（図１）から、「主総菜の種類」、次いで「カロリー」、
「価格」、「サラダの種類」が、顧客の弁当の好みに影響を与えて
いること、一方、「ごはんの種類」、「系統」、「主総菜調理法」には
無頓着、つまり、これらは選好にさほどの影響しないことを示して
いる。
また、水準ごとの係数を見ると、「主総菜の種類」では「魚」（係数
がプラス）、「カロリー」では「450kcal以下」、「価格」では「350～450
円」、そして「サラダの種類」では「野菜」が、特に好まれていること
が分かる。この調査結果からは、手頃な価格のヘルシーな弁当
が好まれていることが想像できる。

（図１）影響度

要因の水準ごとの標準化した偏回帰係数（表５）の最大値と最小値から、その差を求める。偏回帰係数は目的変数に対する説明変数の
影響の大きさを表しているので、水準の違いによる振れ幅が大きいほど水準の影響度（重要度）が大きいことを表している。

影響度



付録．Excel を使った重回帰分析の方法 １/２
１）統計ソフトのアドイン（機能追加）

①「ファイル」をクリック ②「オプション」をクリック ③「アドイン」をクリック

④「設定」をクリック ⑤「分析ツール」にチェックを入れて、「OK」をクリック ⑥「データ」をクリックして、「データ分析」が表示されれば、アドインは完了



付録．Excel を使った重回帰分析の方法 ２/２
２）重回帰分析の実施

②「回帰分析」を選択して、「OK」をクリック

③回帰分析を行う。「入力Y範囲」と「入力X範囲」を設定し、
「ラベル」にチェックを入れて、「OK」をクリックする

①「データ」をクリックして、次いで「データ分析」をクリックする

④重回帰分析結果が表示される
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